
吉屋チルー 死人の歌 

 

梗概     ジュリアンマーが乞食から多くの金をもらった。それで吉屋チルーは嫌であ

るが、ジュリアンマーに呼ばれたので、（仕方なく一緒に寝た）その後、その

乞食が帰るときに、「一日にグンジュ 百日にグカン たみてぃある銭小 あ

だになたさ（一日に 50 銭 100 日 5 貫貯めたお金が無駄になってしまった）」

と歌った。それで吉屋チルーは、ただの人ではないと思って舌を噛んで死んで

しまった。墓の中に埋めるとジュリアンマーが毎日お茶当をしに、吉屋チルー

の墓に行った。そこで泣いてばかりいたので、「生ちちょーたる間や 私すを

にくゎい 死にばくちゃやにかゆてぃ ぬすが（生きている間は私を粗末に

して死ぬと通ってくるんですか）」と吉屋チルーが歌ったので、ジュリアンマ

ーはそのときから来なかった。 
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